
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】ベクトルの加法，減法，実数倍の意味を理解し，計算することができる。



同じ向き⇒＋

⾧さが倍

□ベクトルの実数倍

　ベクトルと実数に対して，の倍を次のように定める。

　  のとき





 

　  の場合　と向きが同じで，大きさが  の倍であるベクトル。

　　特に　　　　

　  の場合　と向きが反対で，大きさが  の  倍であるベクトル。







 

















逆向き⇒ー

⾧さが  倍

　　特に　　　　  

　  の場合　零ベクトル。

　　すなわち　　  

　  のとき　任意の実数に対して　　  

　上の定義から，      が成り立つから，これらを単にと書く。

例２）右の図のベクトル，について，

　　　を点を始点とする有向線分で表すと，

　　　図のようになる。　　　　　　

 

  

















は右に２、上に２進む

ベクトル

は右に３進むベクトル

は右に６、上に６進む

ベクトル




は右に１、上に１

進むベクトル

は左に６進むベクトル

まずを作ってから

をつなげる

例）右の図の，について，～のベクトルを図示すると，下の図のようになる。

　　　　　 

　　　　　　　　
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　ベクトルの実数倍については，次のつの法則が成り立つ。

　ベクトルの実数倍

　，を実数とするとき

　　　　　　　　　１　    　　　　:結合法則

　　　　　　　　　２　  :分配法則

　　　　　　　　　３　   :分配法則

文字の計算と同じように

扱って良いということ

 














 

 

　右の図において，四角形と四角形 

　　　　は相似な平行四辺形であり，相似比は である。

　　　　また，点，，は一直線上にあり，

　　　　　である。

　　　　　，より

　　　　　   

　　　　また　　

　　　　よって　　   

問６）　右の図において，上の法則３が成り立つことを確かめよ。

　これまでに述べた法則や性質により，ベクトルの加法，減法，実数倍の計算は，多項式の場合と

同じように行える。

同じ文字なら係数を足したり引いたり

まず展開

例３）　    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問７）次の等式を満たすベクトルを，を用いて表せ。

　　　　　　　　　　　

　与えられた等式を変形すると

　　　　　

よって　　

ゆえに　　 
    
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□ベクトルの平行

　でないつのベクトル，の向きが同じであるか，または反対であるとき，とは平行である

といい， と書く。

　ベクトルの平行について，実数倍の定義から，次のことが成り立つ。












 

 

    

　　

　　　において，のとき，は同じ向きに平行，

　　　　　　　　　　　　　　　　のとき，は反対向きに平行である。

例４）　  のとき，と平行な単位ベクトル（大きさがのベクトル）は

＜注意＞　 

を 


と書くこともある。

新しく作るベクトルの大きさ
元々のベクトルの大きさ 元々のベクトル

これに、同じ向きなら＋、反対向きならー、

　　　　両方（特に指定なし）なら　　　　をつける

　　　　　　　　　　　　 

　と　 


　　　　　　　　　　　

　任意のベクトルに対して，例えば 

を 


， 


を 


と書くことがある。

新しく作るベクトルの大きさが１、元々のベクトルの大きさが  なので

　　　　　　　　　　　　










のとき，と平行な単位ベクトルは， 


と 




　この書き方を使うと，一般に，次のようになる。
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